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ヨハネ 15	　黙想質問

ヨハネ 15:1-4
私にとどまりなさい。Part I

1 わたしはまことのぶどうの木であり、わたしの父は農夫です。 2 わたしの枝で実を結ばないものはみな、父がそれを取り除き、実を結ぶものはみな、もっと多く実を結ぶために、刈り込みをなさいます。

黙想質問：天のお父さんは、私たちをどのように刈り込まれるのですか。





 3 あなたがたは、わたしがあなたがたに話したことばによって、もうきよいのです。 

黙想質問：天のお父さんは、私たちに語られる言葉を通して、どのように私たちを刈り込み、私たちを清めてくださるのでしょうか。





4 わたしにとどまりなさい。わたしも、あなたがたの中にとどまります。枝がぶどうの木についていなければ、枝だけでは実を結ぶことができません。同様にあなたがたも、わたしにとどまっていなければ、実を結ぶことはできません。

黙想質問：イエスの内に留まり、イエスが私たちの内に留まるとはどういうことでしょうか。






ヨハネ 15:5-8
私にとどまりなさい。Part II

 5 わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝です。人がわたしにとどまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、そういう人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなたがたは何もすることができないからです。

黙想質問：この聖句を自分の言葉で説明してください。





黙想質問：イエスのうちにとどまるなら、私たちのうちにどんな実が結ばれるでしょうか。





黙想質問：イエスが 「わたしなしには何もできない 」と言われたのはどういう意味ですか。一つか二つの例を挙げてください。





6 だれでも、もしわたしにとどまっていなければ、枝のように投げ捨てられて、枯れます。人々はそれを寄せ集めて火に投げ込むので、それは燃えてしまいます。 

黙想質問：イエスに留まらないとはどういうことですか。






7 あなたがたがわたしにとどまり、わたしのことばがあなたがたにとどまるなら、何でもあなたがたのほしいものを求めなさい。そうすれば、あなたがたのためにそれがかなえられます。 

黙想質問：この箇所は祈りについて何を教えていますか。






8 あなたがたが多くの実を結び、わたしの弟子となることによって、わたしの父は栄光をお受けになるのです。

黙想質問：この聖句は、イエスの弟子であることの意味について、あなたの理解にどのような影響を与えていますか。




ヨハネ 15:1-8
私にとどまりなさい。Part III
（下記の質問に答える前にオーディオを聞いて下さい。）

Passive Abiding　消極的に留まる。（信頼して留まる。）
Active Abiding　  積極的に留まる。　（従って留まる。）

黙想質問：「消極的に留まる 」とは、どう言うことですか。「積極的に留まる 」とはどういうことですか。







ヨハネ 15:9-13
私の愛にどどまりなさいPart I

 9 父がわたしを愛されたように、わたしもあなたがたを愛しました。わたしの愛の中にとどまりなさい。
 
黙想質問：「私の愛にとどまりなさい」というイエスの招きを読んで、あなたは何を感じますか。
        　


10 もし、あなたがたがわたしの戒めを守るなら、あなたがたはわたしの愛にとどまるのです。それは、わたしがわたしの父の戒めを守って、わたしの父の愛の中にとどまっているのと同じです。 

黙想質問：どうすれば主の愛にとどまることができますか？イエスはどのようにして父の愛にとどまったのでしょうか。





11 わたしがこれらのことをあなたがたに話したのは、わたしの喜びがあなたがたのうちにあり、あなたがたの喜びが満たされるためです。 

黙想質問：世の中の人々はどのように喜びを見出そうとしているでしょうか。イエスによれば、「満ちあふれる喜び」を得るための鍵は何でしょうか。





12 わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合うこと、これがわたしの戒めです。 13 人がその友のためにいのちを捨てるという、これよりも大きな愛はだれも持っていません。 

黙想質問：今週、イエスがあなたを愛したように、あなたはどのように他の人を愛せますか？友達のために命を捨てるには、どうしますか。　




ヨハネ 15:13-17
私の愛にとどまりなさいPart II

13 人がその友のためにいのちを捨てるという、これよりも大きな愛はだれも持っていません。 14 わたしがあなたがたに命じることをあなたがたが行なうなら、あなたがたはわたしの友です。 15 わたしはもはや、あなたがたをしもべとは呼びません。しもべは主人のすることを知らないからです。わたしはあなたがたを友と呼びました。なぜなら父から聞いたことをみな、あなたがたに知らせたからです。 

黙想質問：イエスは友をどのように愛しておられますか？なぜイエスはご自分をしもべではなく、友に現されると思いますか。　






16 あなたがたがわたしを選んだのではありません。わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命したのです。それは、あなたがたが行って実を結び、そのあなたがたの実が残るためであり、また、あなたがたがわたしの名によって父に求めるものは何でも、父があなたがたにお与えになるためです。

黙想質問：実を結ぶことにおける神の役割と私たちの役割とは？「残る実 」とは何ですか？このことは、あなたの祈りの理解にどのような影響を与えますか。　





 17 あなたがたが互いに愛し合うこと、これが、わたしのあなたがたに与える戒めです。 

黙想質問：イエスが12節ですでにおっしゃった命令を、17節で繰り返されたのはなぜだと思いますか。　








ヨハネ 15:18-27
この世はあなたを憎むが、御霊があなたを助ける。

18 もし世があなたがたを憎むなら、世はあなたがたよりもわたしを先に憎んだことを知っておきなさい。 19 もしあなたがたがこの世のものであったなら、世は自分のものを愛したでしょう。しかし、あなたがたは世のものではなく、かえってわたしが世からあなたがたを選び出したのです。それで世はあなたがたを憎むのです。 20 しもべはその主人にまさるものではない、とわたしがあなたがたに言ったことばを覚えておきなさい。もし人々がわたしを迫害したなら、あなたがたをも迫害します。もし彼らがわたしのことばを守ったなら、あなたがたのことばをも守ります。 21 しかし彼らは、わたしの名のゆえに、あなたがたに対してそれらのことをみな行ないます。それは彼らがわたしを遣わした方を知らないからです。 

黙想質問：「この世」とはどういう意味ですか？私たちは嫌われ、迫害されると思いますか。　







22 もしわたしが来て彼らに話さなかったら、彼らに罪はなかったでしょう。しかし今では、その罪について弁解の余地はありません。 23 わたしを憎んでいる者は、わたしの父をも憎んでいるのです。 24 もしわたしが、ほかのだれも行なったことのないわざを、彼らの間で行なわなかったのなら、彼らには罪がなかったでしょう。しかし今、彼らはわたしをも、わたしの父をも見て、そのうえで憎んだのです。 25 これは、『彼らは理由なしにわたしを憎んだ。』と彼らの律法に書かれていることばが成就するためです。 

黙想質問：イエスを拒絶したユダヤ教の指導者たちには、なぜ弁解の余地がないのでしょうか。







26 わたしが父のもとから遣わす助け主、すなわち父から出る真理の御霊が来るとき、その御霊がわたしについてあかしします。 27 あなたがたもあかしするのです。初めからわたしといっしょにいたからです。

黙想質問：迫害に直面したとき、イエスについて分かち合うとき、「真理の御霊」は私たちをどのように助けてくれるのでしょうか。
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